
コ別
裂天

高!出

宴
と
い
う

i

徐
勉
の

「
送
客
曲
」

八
序

V
徐
勉
と
「
迎
客
曲
」
「
送
客
曲
」

徐
勉
、
字
は
修
仁
と
い
う
人
物
は
、
司
梁
晶
一
一
間
』
巻
二
五
と
町
南
史
一
』

巻
六

O
に
よ
れ
ば
梁
武
帝
の
大
向
元
(
五
三
五
)
年
に
七
十
歳
で
死

去
と
い
う
。
従
っ
て
宋
明
宿
の
泰
始
二
(
四
六
六
)
年
生
ま
れ
と
い

(iv 

う
こ
と
に
な
る
。
前
掲
の
史
書
は
東
海
郊
の
人
と
記
し
て
い
る
か
ら
、

梁
朝
後
半
の
文
墳
を
牽
引
し
た
徐
摘
・
徐
段
父
子
と
同
族
で
あ
る
。

梁
代
に
入
っ
て
太
子
中
庶
子
と
し
て
幼
少
の
昭
明
太
子
議
統
に
仕
え

た
後
、
幾
つ
か
の
職
を
経
て
尚
書
僕
'
射
に
装
っ
た
と
い
う
。
『
梁
書
h

本
伝
は
「
凡
所
藷
前
後
築
二
集
四
十
王
巻
(
凡
そ
著
す
所
の
前
後
集

{2) 

一
一
集
四
十
五
巻
)
」
と
述
べ
る
が
、
現
存
し
て
い
る
作
品
は
詩
歌

(

3

)

(

4

)

 

八
首
と
斌
一
一
首
お
よ
び
そ
の
他
散
文
十
三
首
の
み
で
あ
る
。
そ
の
数

少
な
い
残
存
作
品
の
中
に
、
「
迎
客
自
」
「
送
客
曲
」
と
い
う
一
組
の

楽
府
作
品
が
あ
る
。

「
糸
管
列
，
舞
席
練
，
含
声
未
奏
待
嘉
客
。
緯
糸
管
，
許
制
舛
席
，

に
つ
い
て

大

村

nu 

r
本主

人

数
一
袖
肥
川
唇
迎
上
客
(
糸
管
列
し
、
舞
席
綴
な
り
、
声
を
含
ん

で
未
だ
奏
せ
ず
嘉
客
を
待
つ
。
糸
管
を
羅
べ
、
舞
席
を
静
べ
、

ル』

被
を
数
め
て
唇
を
礎
ぢ
上
客
を
迎
ふ
)
」

i

「
迎
客
曲
」

「
袖
績
紛
，
声
委
姻
，
余
由
来
終
{
回
向
駕
別
。
爵
無
算
，
景
己
流
，

空
好
長
袖
客
不
留
(
袖
績
紛
と
し
て
、
声
委
唱
し
、
余
践
未

だ
終
ら
ず
し
て
高
鶏
別
る
。
爵
は
算
ふ
る
無
く
、
景
は
己
に

め
ぐ

流
れ
、
空
し
く
一
長
袖
を
は
別
ら
せ
ど
も
客
は
留
ま
ら
ず
ご
!

(5) 

「
送
客
曲
」

詳
細
は
後
輩
に
譲
る
が
、
前
者
は
妓
女
や
楽
人
が
楽
舞
を
演
奏
す
る

準
備
を
整
え
て
客
を
迎
え
る
場
面
を
、
後
者
は
妓
女
の
楽
舞
演
奏
が

ま
だ
経
ら
な
い
う
ち
に
客
が
帰
り
始
め
る
場
面
を
描
写
し
て
い
る
と

解
釈
で
き
る
。
間
作
品
と
も
妓
女
を
中
心
に
描
い
て
お
り
、
こ
れ
ら

は
宴
飲
詩
に
属
す
る
と
何
時
に
「
艶
詩
い
と
し
て
の
資
格
も
十
分
に

有
し
て
い
る
と
言
え
る
。

明
の
楊
慎
は
白
川
料
品
』
で
こ
れ
ら
の
作
品
を
取
上
げ
、

(56) 



客
有
迎
客
・
送
客
曲
、
亦
猶
祭
詑
有
迎
神
・
送
神
也
(
古
に
客
を
宴

す
る
に
迎
客
、
送
容
出
有
る
も
、
亦
た
猶
ほ
祭
犯
に
迎
神
、
送
神
脊

{6) 

る
が
ご
と
き
な
り
ご
と
述
べ
る
。
祭
犯
の
際
に
演
奏
さ
れ
る
郊
廟

歌
辞
に
「
迎
神
歌
」
「
送
神
歌
」
が
あ
る
よ
う
に
、
宴
会
で
賓
客
を

持
て
成
す
に
も
「
迎
客
曲
」
「
送
客
曲
」
と
い
う
も
の
が
十
日
に
は
あ

っ
た
の
だ
と
し
、
右
の
徐
勉
の
一
一
作
品
は
そ
れ
ら
の
流
れ
を
汲
ん
だ

も
の
で
あ
る
と
示
唆
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

ぷ
ボ
府
詩
集
b

の
巻
頭
に
は
前
漢
か
ら
五
代
ま
で
の
「
郊
廟
歌
辞
」

が
あ
り
、
天
地
神
を
詑
る
「
郊
秘
歌
」
や
、
宗
廟
を
祭
る

J
一小廟歌」

の
地
、
明
堂
で
蒼
帝
(
東
)
・
赤
帝
(
南
)
・
黄
帝
(
中
央
了
自
帝

(
西
)
'
黒
南
(
北
)
の
所
謂
五
常
を
祭
る
際
に
演
奏
さ
れ
た
「
明
堂

(
7
}
 

歌
」
や
雨
乞
い
の
儀
式
に
用
い
ら
れ
た
「
一
一
一
許
可
祭
楽
歌
」
な
ど
の
一
組

の
儀
礼
歌
、
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
概
ね
ど
の
抑
制
臨
も
最
初
に
「
迎

神
歌
」
を
、
最
後
に
「
送
神
歌
」
を
有
す
る
。

次
は
宴
で
あ
る
が
、
礼
綬
が
詳
細
に
次
第
を
述
べ
る
宴
に
は
、
君

(8) 

主
の
宴
と
、
地
域
社
会
の
一
単
位
で
あ
る
「
郷
」
の
長
老
を
ホ
ス
ト

と
し
、
「
郷
」
の
人
々
を
賓
と
す
る
「
郷
飲
酒
」
、
が
あ
る
。
『
楽
府
詩

集
』
の
「
燕
射
歌
辞
」
の
部
に
は
、
「
元
会
」
な
ど
、
皇
帝
が
関
わ

る
公
的
な
宴
会
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
組
曲
が
収
録
さ
れ
て
い
る
心
そ

こ
に
「
送
客
曲
」
「
迎
客
曲
」
と
題
す
る
作
品
は
見
ら
れ
な
い
が
、(
A
H
)
 

賓
客
の
出
入
り
の
際
に
演
奏
さ
れ
た
と
い
う
「
欝
蔓
楽
歌
」
が
あ
る
。

「
郷
飲
瀦
」
に
お
い
て
資
客
の
送
迎
の
際
に
藷
楽
が
演
奏
さ
れ
る
と

い
う
記
述
は
礼
綬
に
も
宗
明
府
詩
集
h

に
も
見
ら
れ
な
い
。

臣
下
問
問
土
の
宴
に
つ
い
て
言
え
ば
、
手
阪
や
賓
客
の
出
入
り
の
際

に
糠
奏
す
べ
き
歌
曲
に
関
す
る
規
定
は
礼
綬
に
見
ら
れ
な
い
し
、

明
楽
府
詩
集
拍
に
も
該
当
す
る
作
品
は
見
ら
れ
な
い
。
『
楽
時
詩
集
』

が
収
録
す
る
「
燕
射
歌
辞
」
以
外
の
楽
府
の
中
で
、
「
送
客
曲
」
「
迎

客
曲
」
と
題
す
る
作
品
は
「
雑
曲
歌
辞
」
所
収
の
徐
勉
の
作
品
以
外

に
鉱
山
い
。

右
の
よ
う
に
公
的
な
宴
の
歌
曲
は
既
に
存
在
す
る
し
、
ガ
郷
飲
酒
」

と
い
う
宴
自
体
は
徐
勉
と
関
わ
ら
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
一
組
の
作

品
は
臣
下
同
士
の
宴
を
含
む
非
公
式
の
宴
を
主
に
取
り
上
げ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
が
『
楽
府
詩
集
』
の
「
雑
曲
歌
辞
」
の
部

に
収
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
そ
の
事
情
を
伝
え
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
、
作
品
制
作
の
原
因
や
話
的
、
或
い
は
問
時

代
人
の
反
応
な
ど
を
明
示
す
る
情
報
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
こ
の
一
組
の
作
品
か
ら
特
徴
的
表
現
を
抽
出
し

て
そ
れ
ら
の
制
課
を
辿
り
、
制
作
に
込
め
ら
れ
た
意
図
を
探
る
。

(57) 

八一

V

「
迎
神
歌
」
と
「
迎
客
曲
」
!
瞭
列
の
意
味

「
迎
客
曲
」
は
、
最
初
に
管
弦
楽
奏
者
、
が
並
び
、
妓
女
の
舞
席
が

連
ね
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
三
一
一
一
一
口
句
で
描
写
す
る
。
次
の
七
一
一
一
一
同
句
「
含



声
未
器
〈
待
築
客
」
と
い
う
匂
は
、
い
つ
で
も
楽
舞
の
演
奏
が
開
始
出

来
る
状
態
で
賓
客
の
到
着
を
待
つ
と
い
う
、
宴
の
菌
前
の
緊
張
感
、
が

漂
う
情
景
を
描
写
し
て
い
る
。
次
の
一
一
一
一
一
一
一
口
二
句
で
は
再
び
「
糸
管
」

「
舞
席
」
と
い
う
認
が
見
ら
れ
、
「
羅
」
と
い
う
冒
頭
二
匂
に
見
ら
れ

た
「
列
」
「
練
」
と
類
似
の
意
味
を
持
つ
認
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

妓
女
た
ち
は
ま
だ
舞
袖
を
広
げ
ず
、
口
を
閉
じ
た
ま
ま
歌
舞
を
演
奏

し
よ
う
と
は
し
な
い
。

こ
の
作
品
で
目
立
つ
の
は
、
一
一
一
一
一
一
一
日
匂
で
「
列
」
「
陳
」
「
羅
」
と
い

う
「
な
ら
べ
る
」
「
つ
ら
ね
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
語
が
多
用
さ

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
こ
れ
ら
の
諮
の
梁
代
以
前
の
祭
組

歌
や
宴
飲
歌
を
中
心
と
し
た
作
品
に
お
け
る
使
用
例
を
晃
て
み
よ
う
。

ま
ず
「
列
」
に
つ
い
て
の
漢
の
「
郊
組
歌
十
九
章
」
の
中
で
、
太

(
仙
川
)

一
神
の
祭
柁
を
一
詠
う
「
惟
泰
元
」
に
「
嘉
纏
列
陳
，
庶
幾
宴
~
甲
子
，
滅

除
凶
災
，
烈
騰
八
荒
(
嘉
纏
列
棟
し
、
宴
事
し
、
凶
災
を
減
験
し
、

(
日
)

八
荒
を
烈
騰
せ
し
め
ん
こ
と
を
庶
幾
ふ
ご
と
あ
る
が
、
「
嘉
透
」
と

(ロ)

は
、
供
物
を
盛
る
器
を
指
す
。
こ
の
匂
は
太
一
神
の
祭
認
で
供
物
を

躍
っ
た
器
を
「
列
陳
」
し
て
饗
神
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
凶
事
を
除

く
こ
と
を
祈
願
す
る
の
そ
の
他
、
南
朝
宋
「
宗
廟
登
歌
」
の
「
七
繍

事
神
歌
」
に
「
楽
一
突
寝
廟
，
泰
埠
在
底
。
壁
一
議
銑
列
，
犠
象
既
設

(
楽
楽
た
る
寝
縮
、
滞
を
奉
じ
て
庭
に
在
り
。
第
籍
就
に
列
ね
、
報

象
既
に
挽
つ
)
」
(
明
楽
府
詩
集
b

一
八
真
)
と
あ
る
よ
う
に
、
祭

記
の
際
一
に
楽
器
を
手
に
し
た
演
奏
者
が
整
列
す
る
こ
と
を
述
べ
る
際

に
も
用
い
ら
れ
る
。
人
間
の
宴
で
も
、
後
一
漢
・
簿
毅
「
舞
賦
』
ノ
で
宴

の
準
情
が
整
っ
た
こ
と
を
描
写
す
る
場
面
で
「
陳
蕗
席
市
設
坐
骨
J

，

み
た

溢
金
義
部
副
知
支
鰭
(
菌
滞
を
棟
ね
て
坐
を
設
け
、
金
農
を
滋
し
て
玉

つ

ら

(

日

)

鱗
を
列
ぬ
ご
と
一
一
一
一
口
う
が
、
次
の
「
陳
い
と
セ
ッ
ト
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

(
M
M
)
 

そ
の
「
練
」
で
あ
る
が
、
『
楚
辞
』
九
歌
「
東
皇
太
一
」
の
「
揚

抱
今
桝
鼓
，
疏
緩
節
守
安
歌
，
陳
学
窓
A
H
J

浩
倍
。
霊
健
寒
今
妓
殺
，

芳
非
罪
広
つ
満
堂
一
(
抱
を
揚
げ
て
鼓
を
粥
ち
、
節
を
読
緩
に
し
て
安
歌

し
、
学
窓
を
練
ね
て
措
揺
す
。
霊
は
懐
楚
と
し
て
絞
殺
し
、
芳
誌
非

葬
と
し
て
堂
に
満
つ
ご
に
対
す
る
王
逸
桟
が
「
棟
，
列
世
」
と
注

し
て
い
る
よ
う
に
、
祭
配
の
歌
舞
演
奏
に
お
い
て
楽
器
を
手
に
し
た

演
奏
者
を
並
べ
る
と
い
う
例
も
見
ら
れ
る
し
、
前
一
掲
縛
毅
「
舞
賦
」

の
匂
の
よ
う
に
、
寝
席
を
準
備
す
る
こ
と
を
述
べ
る
際
に
も
用
い
ら

れ
る
。「
羅
」
に
つ
い
て
の
珂
楚
辞
b

「
招
魂
」
は
霊
魂
を
召
還
す
る
た
め

に
様
々
な
歓
楽
を
列
挙
す
る
が
、
歌
舞
の
段
に
↓
肴
義
来
通
，
女
楽

羅
此
一
一
，
棟
鎧
按
鼓
，
造
新
歌
仲
間
(
肴
差
未
だ
通
ら
ず
、
女
楽
羅
比
、

錯
を
一
陣
ね
鼓
を
按
ち
、
新
歌
を
造
る
ご
と
い
う
匂
が
あ
り
、
そ
れ

肴
膳
己
異
，
進
挙
在
前
，
賓
主
之
礼
，
殺
勤

羅
列
在
堂
下
也
(
一
一
一
一
口
ふ
こ
こ
ろ
μ

は
肴
膳
己
に

(58) 



呉
は
り
、
進
挙
し
て
前
に
症
り
、
費
、
主
の
社
、
殿
勤
未
だ
通
ら
ざ
れ

ば
、
別
ち
女
楽
偲
蕩
し
、
羅
列
し
て
堂
下
に
在
る
な
り
)
」
(
『
楚
辞
h

二
O
九
一
良
)
と
い
い
、
「
隷
」
も
纂
で
楽
器
や
奏
者
が
並
ぶ
場
蔀
に

用
い
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
「
列
」
「
陳
」
「
羅
」
は
料
理
や
楽
器
ま
た
は
そ

れ
を
予
に
し
た
奏
者
が
並
べ
ら
れ
、
宴
や
祭
記
の
準
備
が
撃
っ
た
こ

と
を
強
調
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
。

「
難
」
と
対
で
用
い
ら
れ
て
い
る
「
好
」
は
、
燕
射
歌
辞
に
属
す

る
南
朝
宋
・
王
抑
制
之
「
宋
四
縮
楽
歌
」
の
送
迎
客
歌
「
捧
哀
楽
歌
」

に
「
法
輩
既
設
，
初
経
一
出
火
箭
(
法
章
既
に
設
け
、
初
雄
一
長
く
野

ぶ
}
」
(
『
楽
府
詩
集
』
一
九
六
真
)
と
あ
る
よ
う
に
、
宴
会
場
に
帳

や
穀
物
を
伸
ば
し
て
広
げ
る
こ
と
を
描
写
す
る
際
に
用
い
ら
れ
る
語

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
徐
勉
の
「
迎
客
曲
」
に
晃
ら
れ
る
特
徴
的
表
現
の
梁

代
以
前
の
祭
組
歌
ゃ
ん
畏
飲
歌
な
ど
に
見
え
る
用
例
を
見
て
き
た
。

句
礼
記
b

「
礼
道
篇
」
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
玄
潜
在
室
，
醸
醗
在
戸
，
楽
醗
在
堂
，
讃
潜
在
下
，
陳
其
壌

牲
，
備
其
鼎
組
，
列
其
琴
窓
、
管
磐
鐘
鼓
，
矯
茸
(
況
鍛
，
以
降

上
神
与
其
先
祖
，
以
正
君
臣
，
以
篤
父
子
，
以
睦
兄
弟
，
以
斉

れ
い
さ
ん

上
下
，
夫
婦
有
所
。
是
謂
承
天
之
祐
(
玄
酒
室
に
在
り
、
醸
醸

さ
い
て
い

戸
に
在
り
、
楽
醍
堂
に
在
り
、
援
灘
下
に
在
り
、
其
の
機
牲
を

掠
ね
、
其
の
鼎
組
を
儲
へ
、
設
ハ
の
琴
器
管
磐
鏡
鼓
を
列
し
、
禁

の
視
椴
を
矯
め
、
以
て
上
神
と
其
の
先
祖
と
を
降
し
、
以
て
君

原
を
正
し
、
以
て
父
子
を
篤
く
し
)
以
て
兄
弟
を
緩
く
し
、
以

(
叩
川
)

て
上
下
を
斉
へ
、
夫
婦
所
有
り
。
是
れ
天
の
祐
を
承
く
と
謂
ふ
ご

こ
の
一
節
は
、
祭
犯
に
お
い
て
、
神
酒
や
供
物
、
楽
器
を
準
備
し
て

「
陳
」
「
列
」
し
、
祝
辞
を
朗
読
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
上
神
」
や

「
其
先
祖
」
の
霊
魂
を
「
降
」
臨
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
人
々
の
和

合
と
い
う
「
天
佑
」
が
得
ら
れ
る
と
す
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
賓
客
を
迎
え
る
場
面
を
描
写
す
る
徐
勉
の
「
迎

客
曲
い
も
ま
た
、
郊
癒
歌
辞
の
迎
神
歌
や
燕
射
一
歌
辞
の
迎
客
歌
と
同

じ
く
執
撤
に
「
な
ら
べ
る
」
と
い
う
意
味
を
表
す
語
を
用
い
て
宴
会

の
準
備
が
整
っ
た
こ
と
を
述
べ
る
だ
け
で
な
く
、
宴
の
成
功
を
も
予

祝
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
成
功
と
は
、
人
々
の
和

{U) 

合
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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八
二

V
「
送
神
歌
」
と
「
送
客
曲
」
!
そ
れ
で
も
宴
は
終
わ
る

次
に
「
送
客
曲
」
の
特
徴
的
な
表
現
と
そ
の
典
故
を
見
て
み
よ
う
。

「
録
曲
」
に
つ
い
て
。
五
帯
を
記
る
明
堂
祭
詑
に
お
い
て
演
奏
さ

れ
た
南
穀
宋
「
明
堂
歌
」
の
「
送
神
歌
」
の
冒
頭
に
は
「
績
礼
容
，

余
楽
度
。
霊
方
留
，
島
原
欲
暮
(
札
容
を
麓
み
、
楽
度
を
余
す
。
霊
は

方
に
留
ま
る
も
、
景
詰
暮
れ
ん
と
欲
す
)
」
(
『
楽
府
詩
集
』
一
八
頁
)



と
あ
り
、
犠
礼
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
、
演
奏
さ
れ
る
べ
き
楽
惑
が
ま

だ
少
し
残
っ
て
お
り
、
神
一
一
一
一
蹴
は
祭
詑
の
場
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
日

は
暮
れ
て
祭
認
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
う
。
南
斉
・
諏
跳

「
鴻
主
主
簿
」
二
首
英
二
で
、
軽
薄
子
が
他
の
女
性
の
と
こ
ろ
で
浮

気
を
し
、
宴
の
苦
楽
が
併
説
も
残
っ
て
い
な
い
の
に
、
ま
だ
立
ち
去

ら
ず
に
動
か
な
い
こ
と
を
述
べ
る
場
面
で
「
余
曲
詰
幾
許
，
高
駕
旦

(
叩
ゆ
)

持
瀦
(
余
曲
一
組
ぞ
幾
許
も
あ
ら
ん
、
高
駕
良
く
持
践
す
ご
と
い
う
。

こ
れ
ら
の
例
か
ら
、
音
楽
、
や
曲
を
「
飴
」
す
と
は
、
予
定
さ
れ
て
い

た
演
奏
曲
の
残
り
を
意
味
し
、
祭
記
や
裳
が
終
わ
り
に
差
し
掛
か
る

場
面
に
用
い
ら
れ
て
い
た
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

「
米
終
」
に
つ
い
て
。
南
抑
制
梁
・
簡
文
借
縞
織
「
詠
舞
」
の
末
句

は
「
上
客
何
須
起
，
階
鳥
由
来
終
(
上
客
何
ぞ
起
つ
を
須
ひ
ん
、

「
時
鳥
」
の
曲
は
未
だ
終
は
ら
ず
)
」
(
司
玉
台
新
一
詠
』
二
九
七
一
員
)
と

い
い
、
帰
ろ
う
と
す
る
「
上
客
」
を
宴
の
場
に
引
き
と
め
る
場
面
に

用
い
ら
れ
て
い
る
の

「
高
駕
別
」
の
「
山
口
問
駕
」
は
十
附
抑
制
宋
・
王
様
逮
「
答
顔
延
年
」
に
「
君

あ

子
資
高
鰐
，
鹿
軌
実
為
林
(
君
子
は
高
駕
を
議
、
げ
、
藤
軌
は
実
に
林

を
為
せ
り
ご
(
明
文
選
b

四
六
五
頁
)
と
あ
る
よ
う
に
、
人
間
の
乗

り
物
の
美
称
で
あ
る
。
ま
た
、
神
一
尚
一
一
服
も
臼
場
が
浮
遊
し
て
移
動
す
る

の
で
は
な
く
、
人
間
と
関
じ
く
「
駕
」
に
乗
っ
て
移
動
す
る
つ
例
え

ば
郊
頗
歌
辞
商
斉
「
北
郊
楽
歌
」
の
送
神
歌
「
昭
哀
楽
」
に

転
，
競
駕
旋
(
宝
締
転
じ
、
競
駕
旋
る
)
」
(
司
楽
府
詩
集
』
二
一

と
い
い
、
祭
犯
が
終
わ
り
、
神
霊
の
乗
っ
た
「
駕
」
、
が
掃
る
と
い
う

表
現
が
克
ら
れ
る
。

「
爵
無
算
」
に
つ
い
て
。
明
儀
礼
』
「
郷
飲
摺
礼
篇
」
の
宴
の
終
わ

り
の
場
衝
で
「
無
算
一
爵
，
無
算
楽
。
賓
山
山
奏
『
段
円
、
王
人
送
於
関
川

か

ぞ

か

ぞ

外
，
再
拝
(
爵
を
紘
一
押
ふ
る
無
く
、
楽
を
紘
一
押
ふ
る
無
し
。
賓
出
で
て
阪

を
奏
し
、
主
人
は
内
外
に
送
り
、
再
拝
す
ご
と
あ
る
が
、
鄭
玄
注

は
「
無
位
一
持
爵
い
に
対
し
て
「
葬
，
数
也
。
賞
、
主
燕
飲
，
爵
行
無
数
，

酔
荷
止
也
(
算
、
数
な
り
。
賓
主
蒸
飲
し
、
爵
行
る
ニ
と
数
ふ
る
無

く
、
酔
ひ
て
止
む
な
り
ご
と
、
「
無
算
楽
い
に
対
し
て
は
s

燕
楽
亦

無
数
。
或
間
或
合
，
尽
歓
市
止
也
(
燕
楽
も
亦
た
数
ふ
る
無
し
。
議

ふ品目

νレ

い
は
問
問
へ
或
い
は
合
は
せ
、
歓
を
尽
く
し
て
止
む
な
り
ご
と
、
「
賓

出
奏
『
妓
』
」
に
対
し
て
は
「
『
核
h

，
明
殴
夏
』
現
。
核
之
一
一
一
一
口
戒
退
。

終
日
燕
飲
，
瀦
罷
以
核
為
節
，
明
無
失
礼
也
(
明
限
』
、
司
時
間
憂
押
な
り
。

や

核
は
こ
れ
戒
を
一
一
一
一
口
ふ
な
り
。
終
…
日
蕪
飲

L
、
酒
を
罷
め
骸
を
以
っ
て

節
と
為
す
‘
礼
を
失
ふ
ニ
と
無
き
を
明
ら
か
に
す
る
な
り
ご
と
説

明
す
る
の
ニ
こ
で
は
、
酔
う
ま
で
溜
杯
、
を
応
酬
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ

っ
て
塞
が
終
わ
っ
て
賓
客
が
退
出
す
る
ー
際

主
人
は
門
の
外
で
客
を
見
送
る
こ
と

「
宴
会
歌
」
の
宴
会
描
ヰ
に
「
羽
爵

る
無
く
、
楽
を
究
め
宴
を
極
む
ご

(60) 

を
述
べ
る
。



(
『
楽
時
詩
集
』
九
一
と
あ
り
、
杯
が
何
度
と
な
く
交
わ
さ
れ
、

宴
が
最
高
槻
に
達
し
た
こ
と
を
詠
う
の
「
無
簿
爵
」
「
爵
無
算
」
と
い

う
匂
は
賓
客
も
主
人
も
酔
っ
て
獲
が
最
高
潮
に
達
す
る
こ
と
を
指
す
。

(
仙
山
}

「
民
国
小
己
流
」
の
「
脱
出
」
は
「
ひ
か
り
」
を
意
味
す
る
が
、
祭
組
歌
の

送
神
歌
で
も
「
景
」
、
が
描
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
南
朝
ん
木
「
章
廟
楽

し
げ

弊
歌
」
の
送
神
歌
「
昭
一
度
楽
」
は
「
議
椛
景
，
粛
行
鼠
(
流
景
鶏
く
、

し
づ

行
嵐
粛
か
な
り
)
」
(
時
点
木
府
詩
集
』
一
一
一
一
頁
)
と
詠
い
、
流
れ
ゆ

く
光
が
多
く
な
り
、
吹
く
嵐
が
止
む
と
い
う
の
他
に
も
、
表
現
は
異

な
る
が
、
前
掲
・
南
朝
宋
「
問
問
堂
歌
」
の
「
送
神
歌
」
に
「
護
方
留
，

禁
欲
暮
(
霊
は
万
に
留
ま
ら
ん
と
す
る
も
、
景
は
暮
れ
ん
と
欲

す
ご
(
明
楽
府
詩
集
b

一
八
一
頁
)
と
い
う
匂
も
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら

の
よ
う
に
祭
記
歌
の
送
神
軟
で
は
、
祭
認
の
終
わ
り
に
「
景
」
、
が
無

く
な
っ
て
い
く
、
或
い
は
弱
ま
る
、
と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
の
で
、

「
景
己
流
」
も
宴
の
終
わ
り
の
情
思
円
か
で
あ
る
と
解
釈
で
き
る
。

来
匂
の
「
宏
好
長
袖
客
不
留
」
に
つ
い
て
。
認
定
辞
』
「
大
揺
」
の

宴
会
の
場
面
に
「
長
挟
払
部
，
善
留
客
民
一
一
(
一
長
検
簡
を
払
ひ
、
議
開
く

客
を
弱
む
と
と
あ
り
、
そ
れ
に
対
す
る
王
注
は
「
被
，
袖
也
。
払
，

拭
抱
}
っ
一
一
出
向
美
女
工
掠
，
撒
放
ハ
長
袖
‘
間
旋
曲
折
，
払
拭
人
面
，
芥
香

流
街
，
衆
客
喜
楽
，
流
不
能
去
也
(
検
、
紬
な
り
。
払
、
拭
な
り
。

ぁ

英
一
女
工
み
に
持
ひ
、
抵
ハ
の
長
袖
を
検
、
げ
、
問
問
旋
曲
折
し
、
人
留
を
払

拭
す
れ
ば
、
茶
番
涜
指
し
、
衆
客
喜
楽
し
、
流
{
日
留
一
ま
り
て
去

る
を
一
一
一
日
ふ
な
り
ご
と
注
す
る
(
『
楚
静
h

妓
女
の
長
い
袖
に
は
芳
香
が
た
き
込
め
て
あ
り
、
舞
を
舞
う
際
に
は

そ
の
長
い
拾
が
た
な
び
き
、
そ
れ
が
賓
客
の
顔
に
触
れ
、
彼
が
宴
会

の
場
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
。
し
か

し
、
徐
勉
の
「
送
客
曲
」
で
は
「
美
女
」
の
「
長
袖
い
の
舞
も
む
な

し
く
、
客
は
帰
途
に
就
く
っ

以
上
の
よ
う
に
、
「
送
客
他
」
で
は
ま
だ
宴
の
歓
楽
が
尽
き
な
い

う
ち
に
客
が
帰
る
こ
と
を
前
後
段
で
繰
り
返

L
描
写
す
る
。
「
迎
客

臨
」
と
問
じ
く
、
祭
組
歌
の
送
迎
神
歌
や
宴
飲
歌
の
送
迎
客
歌
及
び

そ
の
他
の
作
品
の
宴
の
描
写
か
ら
多
く
の
表
現
を
借
り
て
い
る
。

前
章
と
本
意
で
克
て
き
た
よ
う
に
、
徐
勉
は
臣
下
関
士
の
宴
を
含

む
非
公
式
の
裳
を
詠
う
の
に
、
君
主
が
携
わ
る
祭
穏
や
宴
で
演
奏
さ

れ
た
議
礼
組
曲
の
構
成
や
表
現
を
敢
え
て
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

ヲハ
w
v
」
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八
三

V
「
今
夕
」
の
宴

次
に
問
題
と
な
る
の
は
徐
勉
、
が
「
宴
」
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
♂
喜
一
回
b

本
伝
は
次
の
エ
ピ
ソ
!
ド
を

載
せ
る
。「
常
与
問
人
夜
集
、
客
有
虞
景
求
農
事
五
官
、
勉
正
色
答
日

『
今
夕
止
可
談
思
丹
、
不
宣
及
公
一
事
』
。
故
時
人
威
服
其
無
私

(
常
に
門
人
と
夜
集
す
、
客
に
虞
景
有
り
て
位
一
一
品
事
五
官
を
求
む
。



『
今
夕
は
止
だ
風
丹
を
談
じ
る
べ

と
。
故
に
時
人
威
な
其

勉
色
を
正
し
て
答
へ
て
日
く

く
、
宜
し
く
公
事
に
及
ば
ざ
る
べ
し
』

(
幻
)

の
私
無
き
に
殺
す
ご

徐
勉
は
門
人
と
よ
く
夜
宴
を
催
し
て
い
た
が
、
あ
る
と
き
虞
円
高
が
徐

勉
に
「
麿
事
五
官
」
と
い
う
宮
織
を
求
め
て
き
た
の
「
龍
一
判
事
五
宮
」

と
は
、
太
子
に
仕
え
る
官
職
で
あ
る
「
太
子
態
事
」
の
属
官
の
こ
と

(
川
町
山
)

で
あ
る
。
『
梁
審
』
も
『
南
史
』
も
天
監
六
(
西
麿
五

O
七
)
年
に
「
勉

崩
選
官
(
勉
は
選
宮
に
居
る
ご
と
記
し
、
彼
の
能
吏
と
し
て
の
仕

事
ぶ
り
を
記
し
た
後
で
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
付
け
加
え
て
い
る
の
で
、

こ
の
宴
は
徐
勉
が
人
事
を
司
る
役
職
に
い
た
天
監
六
年
か
あ
る
い
は

そ
れ
か
ら
さ
ほ
ど
離
れ
て
い
な
い
時
期
で
あ
ろ
う
と
推
定
さ
れ
る
。

事
実
、
彼
が
梁
朝
の
人
事
に
大
き
な
影
響
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を

(
お
)

示
す
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
史
書
の
中
に
多
い
。
虞
諾
も
そ
の
よ
う
な
徐
勉

の
カ
に
は
付
む
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
彼
の
要
求

に
対
し
て
、
徐
勉
は
威
儀
を
正
し
て
一
一
一
一
日
っ
た
。
「
今
宵
お
認
す
べ
き

は
『
嵐
月
』
に
止
め
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
明
公
事
b

を
お
話
し
す
る

の
は
い
け
ま
せ
ん
ヘ

こ
こ
で
「
今
夕
比
可
談
鼠
月
い
と
い
う
徐
勉
の
こ
と
ば
の
「
今
夕
」

と
い
う
認
に
浅
間
以
し
て
み
よ
う
。
こ
の
語
は
宴
を
詠
っ
た
作
品
に
し

ば
し
ば
晃
ら
れ
る
。

「
世
間
潜
既
出
問
，

調
殺
洗
車
。

宣
伊
異
人
，

如
彼
雨

見
弟
甥
窮
。

雪
，
先
集
維
散
。
死
喪
無
日
，
無
幾
相
見
。
楽
酒
今
夕
，

さ

か

な

お

ほ

維
宴
(
爾
の
酒
は
銃
に
旨
く
、
爾
の
設
は
既
に
皐
し
。
査
に
伊

れ
異
人
な
ら
ん
、
兄
弟
甥
勇
な
り
。
彼
の
雨
雪
の
如
き
は
、
先

ず
維
の
散
を
集
ら
す
。
死
喪
に
臼
無
ノ
¥
相
克
ゆ
る
に
幾
ば
く

も
無
け
ん
。
溜
を
今
夕
に
楽
し
み
、
君
子
も
維
に
宴
す
ご

i

『
圭
宮
小
雅
「
税
引
わ
い

こ
の
作
品
の
テ
!
マ
に
つ
い
て
、
毛
序
は
「
諸
公
科
幽
支
也
。
暴
廃

無
親
，
不
能
宴
楽
同
姓
，
親
騒
九
族
，
孤
危
特
亡
，
故
作
自
疋
一
詩
也

(
諸
公
幽
支
を
刺
る
な
り
φ

暴
戻
に
し
て
親
し
む
こ
と
無
く
、
同
姓

を
宴
楽
し
、
九
族
を
親
睦
す
る
能
は
ず
、
孤
危
将
に
亡
ぴ
ん
と
す
、

故
に
是
の
詩
を
作
る
な
り
ご
と
す
る
。
し
か
し
、
家
井
真
氏
は
加

藤
常
資
氏
の
説
を
む
き
つ
つ
、
「
君
子
」
「
異
人
」
を
祖
霊
の
仮
面
を

か
ぶ
っ
て
舞
う
一
践
を
指
す
と
し
、
こ
の
作
品
は
一
一
旗
、
が
ノ
会
集
し
て
京

(
お
)

廟
で
担
先
を
祭
認
す
る
宴
会
を
詠
っ
た
も
の
と
す
る
。
右
の
引
用
額

所
の
末
思
匂
で
は
「
人
は
い
つ
死
ぬ
か
分
か
ら
な
い
。
同
族
の
人
々

が
集
ま
る
こ
と
が
で
き
る
の
も
あ
と
少
し
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
夜
は
溜
を
楽
し
み
、
祖
霊
と
こ
こ
で
宴
を
開
く
の
だ
い
と
歌
っ
て

締
め
く
く
ら
れ
る
。
人
生
は
惨
い
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
今
、
こ

こ
で
の
宴
を
楽
し
も
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

後
世
の
宴
飲
詩
に
お
い
て
も
、
こ
の
表
現
は
継
承
さ
れ
て
い
っ
た
。

「

日

之

既

逝

，

賓

委

余

歓

，

楽

譜

今
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あ
っ

タ
，
視
其
如
玉
(
日
の
既
に
逝
き
、
情
も
亦
た
既
に
諜
し
。

は
余
歓
を
委
ね
、
主
は
不
足
を
容
る
。
摺
を
今
夕
に
楽
し
み
、

(
お
)

温
な
る
こ
と
其
れ
支
の
如
し
)
」

i

晋
・
侍
玄
「
察
会
詩
」

日
は
既
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
要
の
人
々
の
関
の
親
愛
の
情
は
懇

ろ
で
あ
る
。
賓
客
た
ち
は
も
う
裳
を
辞
そ
う
と
し
て
い
る
が
、
主
人

は
ま
だ
ま
だ
歓
待
を
や
め
よ
う
と
し
な
い
。
今
、
こ
の
夕
べ
の
掘
を

楽
し
も
う
。
こ
こ
で
も
、
「
穎
弁
い
と
掲
じ
匂
が
徒
わ
れ
て
い
る
。

「
瓶
投
〈
如
玉
」
は
、
こ
こ
で
は
主
人
と
賓
客
双
方
の
挙
措
が
礼
犠
に

か
な
っ
て
お
り
、
宴
も
和
や
か
な
雰
臨
気
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

(幻〉

表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
る
ο

徐
勉
が
用
い
た
「
今
夕
」
と
い
う
語
は
一
見
何
の
変
折
口
も
な
い
語

の
よ
う
に
克
え
る
。
し
か
し
、
以
上
の
こ
と
か
ら
、
宴
の
場
面
に
用

い
ら
れ
る
場
合
、
宴
を
特
別
な
時
開
と
晃
る
思
想
が
そ
の
根
農
に
存

し
た
と
考
え
ら
れ
る
ο

八
組

V
祭
記
a

(

長
と
い
う
「
別
天
地
」

前
章
で
は
宴
を
特
別
な
時
間
と
見
倣
す
思
想
に
つ
い
て
論
じ
た
が
、

儒
教
に
お
い
て
は
、
祭
記
や
宴
な
ど
の
「
礼
」
の
場
や
儀
礼
の
動
作
、

必
要
な
器
物
な
ど
も
何
ら
か
の
特
別
な
意
味
を
担
う
。

例
え
ば
、
祭
犯
に
つ
い
て
言
え
ば
、
大
室
幹
雄
氏
は
前
述
の
「
間
関

の
基
本
要
素
を
礼
緩
や
他
の
一
一
一
一
間
設
か
ら
次
の
よ
う
に
纏
め
る
。

「
(
二
そ
の
宇
富
論
的
な
本
質
か
ら
し
て
天
子
に
収
紋
さ
れ
る

中
心
の
存
在
論
告
形
象
化
し
、
し
た
が
っ
て
、
(
二
)
一
何
ら
か

の
形
で
天
の
円
形
と
地
の
方
形
と
を
象
徴
し
、
(
一
一
一
)
陰
陽
と

五
行
の
繍
環
を
随
一
パ
象
化
し
、
ま
た
、
{
問
)
天
に
つ
い
て
は
と

き
に
天
象
の
配
寵
を
呉
現
し
、
地
に
つ
い
て
は
四
方
位
と
四
季

を
表
現
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
(
五
)
具
体
的
に
は
五
室

(お}

あ
る
い
は
九
室
か
ら
な
る
プ
ラ
ン
を
有
す
る
と
さ
れ
る
」

こ
の
明
堂
の
例
か
ら
分
か
る
通
り
、
祭
認
の
場
所
自
体
も
天
地
・
陰

揚
・
四
時
・
五
行
、
即
ち
金
時
空
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
宴
に
つ
い
て
言
え
ば
、
例
え
ば
『
札
記
』
「
郷
飲
酒
義
一
篇
」

が
賓
客
と
主
人
の
関
係
と
席
次
を
説
明
す
る
際
、
端
的
に
「
護
主
，

(
鈎
)

象
天
地
也
(
賓
、
王
は
、
天
地
を
象
る
な
り
ご
と
述
べ
る
。
こ
の
少

し
あ
と
に
「
主
入
者
尊
賓
(
主
人
は
賓
を
尊
ぶ
)
」
と
あ
る
の
で
、

「
賓
」
、
が
「
天
」
で
あ
り
、
「
賓
」
を
持
て
成
す
「
主
」
は
「
地
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
比
喰
自
体
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
宴
と
は

賓
客
と
主
人
を
中
心
と
し
て
動
く
一
つ
の
世
界
な
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
嬬
教
の
儀
礼
に
お
い
て
、
祭
泥
ま
た
は
宴
と

い
う
場
は
そ
れ
だ
け
で
完
結
し
、
独
立
し
、
特
別
な
時
間
が
流
れ
る

一
つ
の
別
天
地
を
形
成
し
て
い
る
と
一
一
一
一
口
っ
て
も
過
一
一
百
で
は
な
い
。
祭

詑
に
せ
よ
、
宴
に
せ
よ
、
そ
の
よ
う
な
一
別
天
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る

「
、
王
」
と
「
客
」
と
の
一
期
一
会
の
交
わ
り
な
の
で
あ
る
。
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宗
教
社
会
学
者
の

M
'
エ
リ
ア
!
デ
(
玄

-
E
g号
、
一
九

O
七
i

八
六
)
は
選
+
一
と
俗
i

宗
教
的
な
る
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
』
の
中

で
、
宗
教
儀
礼
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
空
間
と
向
様
に
、
宗
教
的
人
間
に
と
っ
て
は
時
間
も
均
質
一
恒

常
で
は
な
い
。
一
方
に
は
翠
な
る
時
の
期
間
、
祭
持
が
あ
り
、

他
方
に
は
俗
な
る
時
、
つ
ま
り
宗
教
的
な
意
味
の
な
い
出
来
事

が
行
わ
れ
る
通
常
の
時
間
持
続
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
種
類
の
時

間
の
聞
に
は
も
ち
ろ
ん
連
続
の
断
絶
が
あ
る
が
、
宗
教
的
人
間

は
祭
儀
の
助
け
を
か
り
で
通
常
の
時
間
持
続
か
ら
聖
な
る
時
間

(
初
)

へ
と
『
移
行
h

す
る
。
」

エ
リ
ア

i
デ
が
デ
ュ
ル
ケ
ム
か
ら
継
承
し
た
「
部
品
俗
」
の
概
念
は
基

(
幻
}

本
的
に
西
欧
の
宗
教
に
基
づ
い
て
い
る
の
で
、
中
臨
に
そ
の
ま
ま
使

用
で
き
る
か
ど
う
か
は
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
。
た
だ
、
儀
礼
と
そ

う
で
な
い
活
動
に
流
れ
る
時
間
や
そ
れ
が
行
わ
れ
る
空
間
の
質
、
が
異

な
る
と
い
う
説
は
、
儀
礼
の
普
遍
的
な
特
徴
の
一
つ
を
示
す
も
の
と

(
花
)

し
て
傾
聴
に
値
す
る
。
中
間
出
の
祭
柁
の
中
で
エ
リ
ア
!
デ
の
一
言
う
「
祭

儀
の
助
け
」
に
当
た
る
の
が
、
送
迎
神
曲
演
奏
を
含
む
送
迎
神
の
儀

礼
で
あ
り
、
公
的
な
宴
で
は
送
迎
客
曲
演
奏
を
含
む
送
迎
客
の
儀
礼

で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

徐
勉
の
エ
ピ
ソ
i
ド
に
戻
れ
ば
、
あ
る
宴
の
擦
に
客
が
常
識
を
求

め
て
き
た
。
こ
れ
は
俗
事
に
よ
る
別
天
地
の
侵
犯
で
あ
る
。
徐
勉
は

そ
れ
を
接
ね
退
け
た
。
こ
の
宴
と
い
う
別
天
地
の
中
で
は
、
「
嵐
月
」

を
愛
で
、
そ
し
て
詩
歌
を
詠
む
と
い
う
(
後
述
可
特
別
な
行
事
が

行
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
こ
で
再
確
認
し
て
お
く
が
右
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
宴
の
際
に
徐

勉
の
「
送
迎
客
曲
」
が
制
作
あ
る
い
は
積
奏
さ
れ
た
と
す
る
記
述
は

無
い
。
本
稿
が
主
張
し
た
い
の
は
、
「
迎
客
癒
」
「
送
客
曲
」
と
い
う

一
組
の
作
品
と
右
の
エ
ピ
ソ
!
ド
に
は
、
「
宴
」
と
い
う
場
に
対
す

る
徐
勉
の
認
識
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
形
で
表
れ
て
い
る
の
で
怯
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

徐
勉
の
「
送
迎
客
曲
」
が
構
成
の
上
で
も
表
現
の
上
で
も
参
考
に

し
た
「
送
迎
神
歌
」
は
、
い
わ
ば
、
祭
認
の
「
は
じ
め
」
と
「
お
わ

り
」
を
告
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
祭
組
と
い
う
別
天
地
と
強
世
界
と

の
関
に
一
線
を
一
泊
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
徐
勉
の
「
迎
客

出
」
は
的
世
界
か
ら
宴
と
い
う
別
天
地
へ
移
行
す
る
薩
前
の
瞬
間
を

描
き
、
「
送
客
曲
」
は
俗
世
界
へ
帰
還
す
る
葱
前
の
塞
の
情
景
を
描
き
、

こ
の
二
首
、
が
一
組
と
な
り
、
宴
と
い
う
別
天
地
と
信
世
界
と
の
簡
に

一
線
を
溺
そ
う
と
す
る
、
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
徐
勉
の
こ

の
作
品
で
は
、
臣
下
同
士
の
非
公
式
の
宴
に
も
敢
え
て
公
的
な
祭
認

や
哀
の
枠
組
み
が
当
て
は
め
ら
れ
、
臣
下
の
宴
も
俗
世
界
の
頭
事
を

拒
絶
し
た
一
つ
の
別
天
地
で
あ
る
と
い
う
彼
の
認
識
が
表
れ
て
い
る

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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〈
結
V
儀
礼
の
詩
学

現
代
人
に
と
っ
て
儀
礼
と
は
、
自
分
の
一
一
一
一
口
動
に
あ
る
種
の
「
枠
」

を
阪
め
る
こ
と
を
強
要
す
る
無
味
乾
燥
な
事
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、
筆
者
が
本
稿
や
別
稿
で
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、

儒
教
の
礼
経
は
儀
礼
に
「
詩
的
」
と
も
言
え
る
意
味
づ
け
を
行
い
、

貌
普
蔚
北
朝
期
の
詩
人
に
と
っ
て
は
儀
礼
も
詩
歌
の
表
現
や
構
造
の

(
お
)

重
要
な
源
泉
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
本
格
の
研
究
対
象
で
あ
る
徐
勉
の

…
組
の
作
品
に
も
儀
礼
の
枠
組
み
と
儀
礼
組
曲
の
構
成
や
表
現
が
利

用
さ
れ
て
お
り
、
た
と
え
臣
下
の
宴
で
も
そ
れ
は
俗
世
界
と
の
閣
に

…
線
が
一
制
さ
れ
る
べ
き
別
天
地
で
あ
る
と
す
る
認
識
が
表
れ
て
い
る

と
考
え
ら
れ
る
。
次
に
問
題
と
な
る
の
は
、
こ
の
認
識
が
彼
独
自
の

も
の
な
の
か
、
或
い
は
そ
の
時
代
の
人
々
に
共
有
さ
れ
て
い
た
も
の

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
大
き
な
問
題
に
関
し
て
は
、
他

の
資
料
も
参
照
し
な
が
ら
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
徐
勉
の
宴
で
は
、
主
鵠
痛
「
為
徐
僕
射
妓
作
」
、
王
枢

「
徐
尚
書
座
賦
得
可
憐
」
、
丘
連
安
問
徐
侍
中
為
人
贈
婦
」
の
よ
う
な

作
品
が
制
作
さ
れ
た
。
い
ず
れ
も
『
玉
台
新
一
詠
』
に
収
録
さ
れ
て
い

(
制
)

る
「
艶
詩
」
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
品
の
存
在
は
、
斉
梁
詩
人
た
ち

に
と
っ
て
「
艶
詩
」
と
は
加
円
だ
っ
た
の
か
、
と
い
う
問
題
を
我
々
に

再
考
す
る
こ
と
を
促
す
。
こ
れ
ら
の
作
品
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て

A
m仰
や

J
!

こ
1

0

呈

-
n
l
L
J
l
l
v

注
(
1
)
担
し
、
関
道
傑
‘
沈
主
成
『
中
吉
文
学
資
料
一
議
考
』

二
0
0
三
)
五
二
七

i
八
頁
は
、
明
梁
樹
首
』
司
南
史
』
の
「
七
十
」
と
い

う
数
字
に
誤
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
説
を
提
出
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
こ
の
開
題
に
対
す
る
新
説
を
提
出
す
る
用
意
は
無
く
ち
本
橋

の
テ
ー
マ
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
の
で
、
正
史
本
伝
の
記
述
に

従
っ
て
お
く
。

(2)
『
梁
審
』
(
中
華
欝
局
、
一
九
九
七
)
三
八
七
一
員
。

(
3
)
逢
欽
立
『
先
秦
漢
貌
晋
南
北
報
詩
』
(
中
華
世
帯
局
、
一
九
九
五
)
梁
詩

巻
一
五
所
収
。

(4)
厳
可
均
『
全
上
市
立
…
代
秦
漢
一
一
一
国
六
朝
一
文
』
(
中
華
護
局
、

…
九
九
五
)
全
梁
文
巻
五
O
所
収
。

?
と
司
楽
府
詩
集
』
(
中
華
審
問
、
…
九
七
九
)
一

O
八
回
一
員
。
以
下
、
特

に
断
り
の
無
い
場
合
は
、

q
a
楽
府
詩
集
h

の
引
用
は
こ
れ
に
よ
る
。
な
お
、

押
韻
の
点
か
ら
こ
の
一
組
の
作
品
の
標
点
の
打
ち
方
に
疑
義
は
残
る
が
、

意
味
か
ら
考
え
て
中
華
書
局
の
襟
点
本
に
従
っ
て
お
く
9

(
6
)
『
諸
山
堂
一
説
話
・
詔
品
』
(
人
民
文
学
出
版
社
、
一
九
九
八
V

問
題
頁
、

同
一
一
副
品
』
巻
一
。

(
7
)
『
南
斉
世
一
間
』
(
中
華
番
局
、
一
九
九
七
)
一
七
二
寅
・
「
楽
志
」
「
明
堂

歌
辞
，
調
五
帝
e

漢
郊
詑
歌
皆
臨
Z

一
一
口
，
宋
孝
武
使
謝
荘
造
辞
(
照
明
堂
歌

酔
培
、
五
帝
を
澗
る
。
漢
の
郊
組
歌
は
皆
な
四
一
一
一
一
問
、
宋
孝
武
は
欝
妊
を
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し
て
辞
を
造
ら
し
む
ご
漢
代
で
は
、
一
五
行
説
に
従
い
、
と
帯
の
他
に
天

に
は
東
西
南
北
の
お
よ
び
中
央
の
帝
が
存
在
し
、
五
時
で
詑
ら
れ
る
青

白
赤
黒
黄
の
五
色
の
心
情
に
配
当
す
る
と
考
え
ら
れ
、
明
堂
で
は
こ
の
笈

帝
を
配
っ
た
と
い
う
。
明
堂
に
は
地
に
前
代
の
皇
市
も
犯
ら
れ
、
こ
れ

ら
の
明
堂
の
制
度
は
基
本
的
に
南
北
朝
期
に
も
継
承
さ
れ
た
と
い
う
。

金
子
修
一
司
吉
代
中
留
と
皇
帝
祭
記
』
(
汲
吉
書
院
、
二

O
O
一
)
「
漢

代
の
郊
犯
と
索
願
と
明
設
及
び
封
禅
」
参
照
。

(8)
十
一
…
一
緩
説
疏
本
(
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
七
三
六
九
O
頁
『
礼

記
正
義
』
「
燕
義
篇
」
は
「
燕
孔
」
の
意
義
や
毘
約
を
述
べ
る
輩
だ
が
一
、

♂
燕
礼
者
，
所
以
明
君
臣
之
義
也
(
燕
礼
は
、
君
臨
の
義
を
明
ら
か
に

す
る
一
市
以
な
り
ご
と
り
つ
。
明
儀
礼
』
「
燕
札
篇
」
が
詳
細
に
次
第
を
述

べ
る
宴
も
者
患
の
宴
で
あ
る
。
そ
の
他
、
司
儀
礼
』
「
公
食
大
夫
礼
篇
」

が
対
象
と
す
る
の
は
、
君
主
が
外
交
使
節
を
持
て
成
す
宴
で
あ
る
。

(9)
『
楽
府
詩
集
』
…
九
五
一
良
、
燕
射
歌
辞
二
「
宋
四
箱
楽
歌
」
の
題
投
は

忠
山
川
今
楽
録
』
の
次
の
記
述
を
引
用
す
る
。
「
按
時
間
川
礼
』
一
広
明
王
出
入

奏
「
王
愛
」
，
賞
出
入
袈
「
掠
夏
」
』
『
臨
時
一
度
』
本
施
之
於
賓
，
帯
主
出
入

則
不
応
器
(
『
開
閉
変
』
也
(
按
ず
る
に
『
関
川
礼
』
に
明
王
の
出
入
に
は
「
王

一
度
」
を
奏
し
、
賓
の
出
入
に
は
「
諒
一
度
」
を
奏
す
』
と
去
ふ
っ
『
問
時
夏
』

は
本
と
之
を
貨
に
施
す
、
帝
王
の
出
入
に
は
別
ち
応
に
明
騨
夏
h

を
奏

せ
ざ
る
べ
し
)
」

(
叩
)
「
恭
一
兆
」
は
一
土
先
謙
『
漢
書
補
註
』
(
書
自
文
献
出
版
社
、

一
九
九
五
)
間
六
七
頁
の
王
先
謙
揃
詑
に
「
恭
一
花
、
泰
一
也
(
泰
え

は
、
泰
〕
な
り
ご
と
あ
る
よ
う
に
泰
一
一
仰
の
こ
と
で
、
こ
の
作
品
は
そ

れ
を
紐
る
歌
で
あ
る
。

(
日
)
司
漢
書
捕
注
』
開
問
ム
ハ
七
一
関
、
一
顔
締
古
一
誌
は
「
嘉
蓬
謂
祭
紀
之
議
実
也
。

木
田
一
呉
竹
臼
護
(
嘉
護
は
祭
認
の
議
案
を
謂
ふ
怠
り
。
ノ
木
を
立
を
日

ひ
、
竹
を
簿
と
日
ふ
ご
と
一
読
す
る
。

(
ロ
)
司
毛
詩
b

小
雅
「
繁
之
初
悲
」
「
繍
雄
一
旦
有
楚
，
制
限
核
維
旅
」
の
「
靖
雄
一
芸

「
叡
核
」
に
対
し
て
罵
瑞
炭
『
毛
詩
伝
笠
通
釈
h

は
、
「
司
副
俄
核
』
与
明
謹

一ah
対
挙
，
一
言
所
感
之
器
，
一
一
一
百
所
感
之
物
(
『
穀
核
』
と
議
選
一
芸

と
を
対
挙
し
、
一
に
盛
る
所
の
器
を
一
言
ひ
、
一
に
盛
る
所
の
物
を
一
審

ふ
)
同
(
中
華
常
一
開
局
、
二

C
O関
、
七
四
七
頁
)
と
注
す
る
。

(
日
)
『
六
毘
註
文
選
』
(
指
江
省
籍
出
版
社
、
一
九
九
九
)
一
一
一

0
2頁
。
李

蕃
詮
「
鄭
玄
『
礼
一
記
b

詑
日
，
欝
，
薄
塩
」
以
下
、
特
に
断
り
の
無
い

場
合
、
『
文
選
』
の
引
用
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。

(
同
)
石
川
三
佐
男
氏
は
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
、
「
死
者
の
魂
の
昇
天
を
訴

願
す
べ
く
、
祭
主
等
が
歌
舞
・
音
楽
・
酒
食
・
香
車
の
鍵
議
等
誠
意
を

尽
く
し
て
よ
皇
(
東
皇
太
こ
を
祭
り
、
静
せ
て
陰
陽
の
諾
神
を
合
認

す
る
詩
」
と
解
釈
す
る
。
叫
楚
辞
新
研
究
』
(
汲
古
書
館
、
二

O
O
ニ)

六
二
一
貝
参
照
。

(
一
ぬ
)
『
楚
辞
措
法
恥
(
中
華
護
局
、
二

O
O
O
V
五
六
真
。
以
下
‘
特
に
断

り
の
燕
い
場
合
、
明
林
抱
辞
加
の
引
用
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
。
こ
の
匂
に
対

す
る
王
授
は
「
一
一
諮
問
肴
膳
調
機
既
異
，
不
敢
寧
処
，
親
挙
抱
撃
鼓
，
使
謹

話
緩
節
部
舞
，
徐
歌
報
和
，
以
楽
神
也
。
煉
，
列
也
。
活
，
大
也
。
霊
，

謂
一
紘
一
也
(
一
一
一
一
口
ふ
こ
こ
ろ
法
脅
勝
額
融
問
既
に
良
八
は
り
、
敢
へ
て
処
を
事
ん

ぜ
ず
、
親
ら
地
を
挙
げ
て
設
を
撃
ち
、
一
慈
恵
を
し
て
節
を
緩
〈
し
て
舞

試
し
め
、
徐
歌
し
て
棺
和
し
、
以
て
神
を
楽
し
ま
し
む
。
陳
、
列
な
り
。

浩
、
大
な
り
。
磁
を
謂
ふ
な
り
)
」
洪
随
ハ
祖
補
註
「
古
者
車
以
降
神
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也
。
一
護
服
抑
楚
以
内
d

妓
版
，
一
一
一
一
間
神
降
市
託
於
一
世
出
}
(
お
は
一
般
以
て
神
を
降
す

な
り
。
議
舘
穫
と
し
て
妓
服
す
る
は
、
神
降
り
て
直
に
託
す
る
を
一
一
一
一
口
ふ

な
り
)
」

(
M
V
十
一
一
…
経
注
疏
本
，
間
二
ハ
寅
『
礼
記
正
義
へ

(
げ
)
拙
稿
一
梁
代
「
艶
詩
」
の
再
検
討
』
(
コ
ン
テ
ン
ツ
ワ

i
ク
ス
、

一一

O
一
O
)
終
章
第
二
節
「
宴
に
お
け
る

S
Z
S
」
参
照
。

(
時
)
『
去
ム
日
新
一
詠
護
註
』
(
中
華
護
局
、
一
九
九
九
)
二
ハ

O
頁
。
以
下
、

特
に
断
り
の
無
い
場
合
、
『
王
台
新
一
詠
』
の
引
用
は
全
て
こ
れ
に
よ
る
の

(
山
口
)
十
一
一
一
縫
注
疏
本
九
八
九
頁
明
儀
礼
注
疏
ヘ

(
初
)
小
川
環
樹
「
中
間
の
文
学
に
お
け
る
罰
禁
の
意
義
」
、
明
朗
と
禁

i
中

間
文
学
論
集
』
(
朝
日
新
関
社
、
…
九
七
二
)
問
。
頁
に
よ
れ
ば
、
「
景
」

と
は
盛
時
刷
こ
ろ
ま
で
は
基
本
的
に
「
放
射
さ
れ
た
光
あ
る
い
は
輝
き
」

ま
た
は
「
そ
の
光
に
照
ら
さ
れ
た
或
る
範
関
の
空
間
・
ひ
ろ
が
り
」
を

指
し
た
と
い
う
。

(
幻
)
認
府
警
h

一
一
一
七
八
真
。

(
泣
)
「
太
子
爵
事
」
は
明
通
典
』
巻
三

0
・
「
職
官
」
一
二
に
よ
る
と
「
東

宮
宵
」
の
一
つ
で
あ
る
。
司
陪
審
』
(
中
華
審
問
、
一
九
七
三
)
七
二
六

頁
「
官
官
忘
」
上
に
よ
れ
ば
「
態
事
，
能
視
中
護
軍
，
話
総
宮
朝
。
二

侍
及
館
事
，
各
嵩
丞
、
功
欝
、
主
簿
、
五
官
、
家
令
、
率
更
令
、
僕
各

な
ぞ
ら

J

人
(
法
事
，
依
は
中
護
軍
ζ
視
ふ
、
任
は
宮
朝
を
総
ぶ
。
一
一
博
及
び

態
事
は
、
各
お
の
丞
、
功
曹
、
主
簿
、
五
宮
、
家
令
、
率
一
車
令
、
僕
各

一
人
を
撞
く
ご
と
あ
る
の
こ
の
「
二
博
」
と
は
「
太
子
太
簿
」
と
「
太

子
少
縛
」
を
指
す
。

(
お
〉
例
を
挙
げ
る
。

五
二

O
頁
「
孔
休
説
話
」
「
高
一
抱
嘗
開
吏

部
尚
喜
徐
勉
日
明
今
借
業
初
基
，
須
一
人
有
学
芸
解
朝
儀
者
，
為
尚
一
番

犠
欝
郎
。
為
朕
忠
之
，
誰
堪
其
選
』
。
勉
対
日
明
判
抗
体
掠
識
呉
清
適
，

詩
練
故
実
り
自
皆
、
宋
「
起
居
住
」
諮
略
上
口
へ
高
被
亦
素
儲
之
，
即

日
除
兼
尚
喜
儀
欝
邸
中
(
高
視
嘗
て
車
部
尚
喜
徐
勉
に
問
ひ
て
日
く

『
今
は
叶
柏
市
業
の
初
基
な
り
、
須
ら
く
一
人
の
学
芸
有
り
て
朝
犠
を
解
す

る
者
を
尚
書
儀
欝
部
と
為
す
べ
し
。
朕
の
為
に
之
を
思
ふ
に
、
誰
か
其

の
選
に
堪
へ
ん
』
と
。
勉
対
へ
て
臼
く
『
孔
休
源
は
清
適
を
識
異
し
、

故
実
を
話
線
す
。
晋
宋
自
り
の
「
起
居
住
」
を
一
部
略
し
て
口
に
上
る
』
と
。

高
抱
も
亦
た
素
よ
り
之
を
聞
き
、
即
日
除
き
て
尚
書
儀
欝
部
中
を
兼

ぬ
ご

(
討
)
十
三
経
注
疏
本
四
八
一
貫
主
し
}
詩
正
義
b

。

(
お
)
家
井
真
手
討
経
の
原
義
的
研
究
』
(
研
文
出
版
、
一
一

oom)
…
五
八

買
、
三
二

l

二
頁
。

(
お
)
明
初
学
記
』
(
中
華
書
局
、
…
九
八
五
)
一
一
一
四
八
頁
。

(
幻
)
向
じ
句
。
か
『
毛
詩
』
泰
愚
「
小
戎
」
に
「
一
言
念
君
子
，
温
其
知
事
一

(
一
言
に
君
子
を
念
ふ
、
混
と
し
て
其
れ
支
の
如
し
ご
と
あ
り
、
鄭
護
は

「
念
君
子
之
性
混
然
知
玉
。
玉
有
五
抱
(
君
子
の
性
の
混
然
と
し
て
玉

の
如
き
を
念
ふ
。
玉
に
五
徳
有
り
ご
と
註
す
る
。
正
義
も
基
本
的
に
鄭

護
に
従
っ
て
い
る
(
以
上
、
十
三
経
註
疏
本
三
七

O
頁
『
毛
詩
一
止
義
』
)
。

「
小
戎
」
の
「
誼
其
知
玉
」
と
い
う
匂
は
「
君
子
」
に
「
仁
義
礼
智
信
」

の
所
謂
「
五
徳
」
が
備
わ
っ
て
い
る
こ
と
の
比
織
で
あ
る
。
傍
玄
の
作

品
に
お
け
る
こ
の
句
は
、
主
人
と
賓
客
一
双
方
に
「
五
徳
」
が
備
わ
っ
て

い
る
こ
と
も
含
み
、
そ
の
結
果
と
し
て
宴
会
の
雰
間
気
が
和
や
か
で
あ

る
こ
と
ま
で
表
現
し
て
い
る
と
解
釈
で
き
よ
う
。
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(
お
)
明
劇
場
都
市
』
(
ち
く
ま
学
芸
文
庫
、
九
九
四
)

(
却
)
十
三
経
注
疏
本
一
六
八
三
一
克
明
礼
記
正
義
』
。

(
初
)
明
裂
と
信

i
宗
教
的
な
る
も
の
の
本
質
に
つ
い
て
』
(
嵐
関
敏
男
訳
、

法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
六
九
)
五
九
頁
。

(
お
)
詳
し
く
は
、
デ
ュ
ル
ケ
ム

2
m教
生
活
の
原
初
形
態
』
(
岩
波
文
庫
、

第
一
一
編
・
第
一
章
(
上
巻
)
、
第
三
一
編
・
第
…
章
(
下
巻
)

一
九
九
真
。

参
照
。

(
認
)
青
木
保
明
儀
礼
の
象
徴
性
』
(
山
石
被
害
賠
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
参
-M
問。

(
お
)
斉
梁
「
艶
詩
」
中
の
幾
つ
か
の
特
徴
的
表
現
や
モ
チ
ー
フ
が
儀
礼
に

由
来
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
研
常
代
「
艶
詩
」
の
再
検
討
』
第

一一一
i
五
挙
参
照
。

(M)
王
僧
孫
の
作
品
は
、
司
玉
ム
ロ
新
詠
護
注
h

四
九
八
貰
に
、
王
枢
の
作
品

は
問
書
二
一
八
一
良
に
、
丘
遅
の
作
品
は
問
書
一
八
一
真
に
故
録
さ
れ
て

い
る
。

※
本
稿
は
、
二

0
…
…
年
一
一
一
月
五
日
に
大
妻
女
子
大
学
で
開
催
さ
れ
た
中
間

文
化
学
会
月
例
会
で
の
口
頭
発
表
の
内
容
に
、
質
疑
応
答
で
会
場
の
皆

様
か
ら
賜
っ
た
ご
意
見
を
元
に
修
正
を
加
え
た
も
の
で
す
。
拙
い
発
表

を
ご
静
臆
い
た
だ
き
、
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
っ
た
皆
様
に
こ
の
場
を
借

り
て
驚
く
御
礼
を
申
し
と
げ
ま
す
。

※
本
稿
は
、
平
成
二
十
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
(
若
手
研
究

B
-

一
二
七
二

O

の
助
成
を
受
け
た
研
究
成
巣
で
す
の
(
高
崎
経
済
大
学
)

九
八
四
)

I
「
儀
礼
と
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